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本日は、お忙 しい中をご来場頂き、団員―同厚 くお礼申 し

上げます。

東京アマデウス合唱団は 1980年 創立以来、ほぼ毎年 1回

の定期演奏会を行い、本日23回 目の定期演奏会を迎えること

となりました。

今回は、ルネサンスとバロックの時代のイタリアの作曲家

から「パレス トリーナ」「モンデヴエルディ」「 ドメーニコ・

スカルラッティ」の名曲を選んでみました。

また、本日は、 1991年 から1997年 まで毎回連続で、

アマデウス合唱団のソリス トとしてご出演下さった高橋節子

さんを久 し振りにお迎えすることとなり、団員―同大変嬉しく

思っております。

水野先生の懇切なご指導と練習ピアニストの堀江和子さんの

伴奏に助けられ、さらには毎回遠 くからわざわざご来場頂き

ます方々を含め、皆様方からの暖かいご支援にも支えられて、

少人数ながらも演奏会を開催出来ますことを、団員―同心から

感謝いたしております。

今宵は、ルネサンスとバロックのイタリアのハーモニーを

ゆつくりとお楽しみ頂くことができれば幸いです。

(東京アマデウス合唱団 団長 柿 沼 替 )

拶挨
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第1ステージ

1.G iovmni Pierlu10i do Palぃたrina… …・(15259‐1594)

・Alm RedmOris Mator(祝 福された贖い主の母よ)

・Regina Coeii(天 の女王楓 お喜びください)

・Loquobontur variiB linOui●  Apostoli

(使徒達はさまざまの言葉で語っていた)

2.CI●udio Montattrdi・ …………・・……………(1567-1643)

・M-8qは tr● voci do cappell● 硫拝堂月01,0ミ サ)

第2ステージ

3.D嗜綺i∞ Scarl誡 ti… …・・・・̈ 。・̈ ………。(1685‐1757)

・:8te COnfesor(この主の証し人)

・Te gl●rioslls(誉 れある使i達 0群 れ
'あ

なたを
=め

魯えている)

・L●●tatus sl● (詩輌12:く 122〉私は彼らが嬉しかった)

(選曲 辻村順子)



瘍 PROF I LE聰
浩 挿

水 野 克 彦

東京芸術大学卒業。
ビアノを滝崎鎮代子 、クラ リネ ッ トを千葉国大、室 内楽 を
細野孝興の各氏に師事。オルガンの手ほどきを今井奈緒子氏に

受ける。芸大バッハ カンタータ クラプに在籍中、小林道夫氏
の薫陶を受ける。

日本オルガニス ト協会会員。

ソ リ じス ト

rR.橋 節 子  (ツ プラノ)

札幌大谷短期大学音楽科卒業、東京芸術大学声楽科卒業、同大学院
修了。在学中に芸大バッハカンタータクラブに所属。また、芸大
定期、ハイ ドン「天地創造」にソリス トとして出演。国際ロータ

リー財団奨学生として ドイツに留学。帰国後、日本声楽コンクール
で田中路子賞受賞。 《アンサンブルBWV2001》 メンバー。二期会
会員。藤田道子、戸田敏子、伊原直子、E M Meyerolberslebenの

各氏に師事。

酒 井 理 早  (ア ル ト)

高知大学教育学部卒業、東京芸術大学声楽科卒業。現在、同大学院
修士課程 1年在学中。声楽を小原浄二、伊原直子の各氏に師事。

学部在学中からバッハカンタータクラブに在籍し、小林道夫氏の
もとに研鎮を積む。芸大バッハカンタータクラブ合唱インスペク
ター アル トパー トリーダー、高知バ ッハカンタータフェライン

メンバー、東邦大学付属東邦高校合唱部ヴォイス トレーナー。

伴  奏

宅t肇予ル ル FF(チ ェロ)

東京芸術大学を経て同大学院修了。在学中に第 50回 NHK毎 日

音楽 コンクール入選。西独ケル ン音楽院に留学。帰国後渡米、
オハイオ州コロンバス市において、プロムジカ チェンバーオー

ケス トラに 5年間在籍。帰国後、室内楽、オーケス トラ、等の

音楽活動を行い現在 に至る。山川郁子、倉田澄子、堀江泰氏、

:轟  ボリス ペルガメンシチヨフの各氏に師事。

堀 江 和 子  (オ ルガン兼練習ビアニス ト)

武蔵野音楽大学短期大学部ビアノ科卒業。

キ リス ト教音楽学校パイプオルガン科卒業。同研究科程修了。
ピアノを水本雄三、野村文子、オルガンを高橋靖子の各氏に師事。

現在、著荷谷キリス ト教会オルガニス ト 聖歌隊伴奏者。

日本オルガン研究会会員。

東 京 ア マ デ ウ ス 舎 唱 団
S op 辻村順子 松本あおい・山形明子
A lt 伊藤正子・大久保ルミ子・大友美佐・宮崎米子
T en 伊原 宏・小沢 仁・片岡 繁
8 oo 柿7Zl 替・野口 碩



≪ ≪ ≪ ≪ 演 奏 会 曲 目 解 説 ≫ ≫ ≫ ≫

この演奏会では、イタリアのルネサンス後期からバロック期にかけて活躍した最も

代表的な教会音楽の作曲家二人の作品を取り上げる。二人は年代も生まれ育った環境も

違うが、小市民の子として激動の時代に生まれ、その稀にみる素質によって宗教由の

画期的な一ページを開いた点で共通している。

O最初にバレストリーナ (Glovanni Pie「 uigi da Pa estrina 1525?1594)の 作品を

三曲演奏する。この作曲家の通称が実はローマから程近い山の中腹にある小都市の名で

あって、ビエルルイジが本当の姓であり、それが貴族の名を貰った奉公人の家系である

ことを知るとき、彼が数奇な人生をたとつたことを知るのである。ローマの前衛城塞

都市であった街は常に平和な時は無く、13世紀には教皇庁に反旗を翻して滅ぼされて

しまい、教皇の町として再興したのも東の間、15世紀には再び戦禍に見舞われ、同世紀

後半に復興を見たものの、作曲者が生まれる前年にはパレストリーナ市がベストに

見舞われた。ピエルルイジー家はペストの災禍を逃れてローマで貸家を借りて滞在して

いる間にジョヴァンニが生まれ、間もなくドイツ雇兵の略奪の難を逃れてパレスト

リーナ市に戻り、1536年 11歳頃敬虔なキリスト教信者であった母パルマを失う。1537年

にはサンタ・マリア・マッジョーレ大聖堂の教会付属学校に入学、父が再婚しても

ジョヴァンニの心には敬虔な亡き母の姿があった。彼が遺した聖母を称える曲には

傷つきやすい子供の心を優しく受け入れてくれた彼の亡き母の面影の映し出されている

のが感じられる。

◇Al腱 redomptOris Haterは 1584年に教皇の保護のもとに刊行された四声モテット集

第 2巻に含まれるもので、長男次男、弟、孫達に続いて最初の妻ルクレーッィアまでも

インフルエンザで失って、ブィルジーニア・ ドルモリと再婚した彼が信仰の中で経験

した神の赦しが、曲に投影している。曲は待降節の間や降誕節の晩課などで聖母に

ささげられるアンティフォーナの歌い出しと要所の旋律を活かして対位法とカノン風の

展開を駆使し、華麗ではあるが原曲が持つ明るい極端な高場を避けて穏和な、しかし

陰影の深いポリフォニーに纏められている。恐らく待降節用に作られたものであろう。

終結のく罪深き者をお憐れみください>には、試練から再婚のやむなきに至った作曲者

の祈りが込められているかも知れない。

◇RoOina Coollは現存楽譜の書誌的見地からジョヴァンニが1565年から1571年にかけて

ローマ神学校楽長を務めた時代の作品と推定されている。受難週の聖土曜日の終課から

聖霊降臨後の九時課までの聖務で歌われるアンティフォーナ用に作曲された。ツプラノ

とテノールが主として原曲グレゴリオ聖歌の旋律をモチーフにして歌い、そのモチーフ

を他のパートが対位法によって飾りながらポリフォニーを展開する。



◇Loquebomtur vo「 lis ll●9uis Ap●stoliはA ec Harman編集の{Ten Four‐ part Motets

for the churcr s Vear教 会暦のための10の四声モテット集)か ら取り上げるもので、

1563年作曲。15m年から1666年 までサンタ・マリア・マッジョーレ大聖堂の楽長を務め

た時代の作品である。聖霊降臨の月曜日のミサの集会祈祷の後で歌われるアレルヤ唱の

ついた唱句のグレゴリオ聖歌の旋律を応用したモチーフを各パートがフガートに模倣

し合いながら展開する。使徒言行録24「―同は聖霊に満たされ、霊が語らせるままに、

ほかの国々の言葉で話しだした」とある聖句が基礎になつている。ジョヴァンニ・

ピエルルイジはグレゴリオ聖歌の改革に携わつた人物であるが、この作品の歌詞は改革

前の歌詞の多様な姿をとどめている。

O次のモンテヴェルディ(C audio Monteverdi 1567 1643)は その前半生をバレスト

リーナの後半生と時代を同じくしており、ルネサンス後期からバロック期にかけての

過渡期に位置する。彼の生地はミラノ公国に属するロンバルディアのクレモーナで、

弦楽器の製造で極めて有名な小さな商業都市である。彼は巻間の外科医を父として生ま

れるが、パレストリーナと同様に九歳で母を失い、父はその後二度も再婚する。1582年

以前にクレモーナ大聖堂楽長マルカントーリオ・インジエニエーリの弟子に入り、

マントヴァ公の宮廷にまずヴィオール奏者として就職し、その後音楽指導に当たった。

その頃彼の作曲は主としてマドリガーレとオペラであつた。1613年以降ヴェネツィアの

サン・マルコ大聖堂の楽長に就任した時代が彼の教会音楽の公然と生み出された時期で

ある。この間に1630年 自分の仕えたマントヴァの宮廷は皇帝軍によつて占領されて略奪

に遭い、彼のマントヴァ公に捧げた未刊の作品はすべて失われた。そしてヴェネツィア

ではペストが流行し、四万人以上の生命が奪われた。避難先から戻つた彼は、その後も

教会音楽とともにオペラを世を去るまで作り続け、当時の彼の名声を支えるものは

マ ドリガーレの最後の作曲家であり、オペラの最初の作曲家であるということで

あった。パレストリーナが教皇庁の権威によって作品を公刊したのと違い、そのような

背景の無いモンテヴエルディは容易に教会のタトに自分の作品を出さなかつた。現在最も

よく演奏される「聖母マリアの晩課」(VeSprO dena Beata vergine)を 始めとする彼の

宗教作品がようやく見直されはじめたのは、二十世紀後半である。

◇mess0 0 quattro voci da cappe‖ ● (ネL拝堂用の四声のミサ)は 1650年、彼の死後に

一戸、二声、三声、四声、五声、六声、七声及び八声の詩編歌集とともに公刊されたも

ので、くKyrie〉を構成する、二つの主題の絡み合つた二つのモチーフがシユッツなどに

見られるエコーのような効果を伴うフガートな模倣を繰り返しながら展開する手法が、

そのあとのくG oria〉くCredo〉 くSanctus― Benedictus〉 くA9nus Doi〉 を貫いて用いられて

いる。典礼用のア・カペラの歌としてパレストリーナ風の古様式を守っていながら、

そこに通奏低音を導入したバロック的手法が導入されているのである。くG oria〉

くCredo〉の先唱とともにくAgnus Dei〉の歌い出しと後半はグレゴリオ聖歌で歌う。



Oド メーニコ・ スカルラッティ(Domenico Scarlatti 1685-1757)はモンテヴエルディの

死後約四十年を経た時代にナポリの王室礼拝堂の楽長を務めていたアレッサンドロ 。

スカルラッティの第 6子として生まれた。同じ年にセバスチャン・バッハとヘンデルが

生まれている。1701年9月 13日 ナポリ王室礼拝堂オルガニスト兼作曲者に就任、1705年

春ナポリを去ってヴェネツィア、1700年 からは自―マで過ごし、亡命中のポーランド

女王マリア・カシミラ(Maria Casimira)の 私設宮廷付音楽家、ヴァチカンのポルトガル

大使デ・フォンテス(Fontes)侯 爵の宮廷音楽家を経て、1719年ポルトガルのリスボン

にある総大司教礼拝堂楽長に成り、国王ジョアン (」Ohn)5世の皇女マリア・バルバラ

(Maria Barbara)と 国王の弟 ドン・アントニオ(Don Antonio)の 教師を兼ねた。500曲

以上の彼のチェンバロ・ソナタはこの教育のために書かれたのである。1728年マリア・

バルバラがスペイン皇太子フェルナンドlFernandOと 結婚してマドリッドに移った

ため、彼は御雇音楽家として、以後1757年 7月 23日死去までスペインで過ごした。

◇Iste Confossor Doniniは 日―マ在住時代の作品で、高位の聖職に在った証聖者の

ための晩課で使われる讃歌として歌われる目的で異文によって作られた。1715年 4月

11日 の聖レオの祝祭と遺骸の移転のときは、聖ベトロ大聖堂の参事会員全員が、多くの

歌手達とともにこの讃歌をうたいながら通りを行進して行った、とカーク・バトリック

が書いている。そう言えば、この曲は 2分の 2拍子の穏やかな行進のリズムが感じ

られる。五節の歌詞が比較的短い同じ旋律で繰り返され、そのうち三節もがユニゾンで

歌われるのは、行進のときの歌いやすさを配慮したと考えられる。

◇Te sloriOsusは ポルトガル在住時代に書かれた。この時代の声楽曲は1755年 11月 の

震災のため自筆譜が全て失われてしまって、リスボンの大聖堂所属の図書館ではただ

二曲の写譜しか伝えられていない。この通奏低音付モテットはその貴重な一つで、

11月 1日 の諸聖人の祝日に歌われるアンティフォーナのために作曲された。曲は歌詞の

フレーズごとにモチーフを変え、その内容によって速さや拍子を変えて分節的に構成

されている。終結部はフガートによつて歌い収められる。

◇L8etatus su日 はポルトガル在住時代に書かれたもう一曲の作品で、ヴィツーサの公爵

冨廷図書館に保存されている。詩編122篇 (ラテン聖歌では121篇 )のテクストを、四声

合唱とツプラノ・アルトの211目 がコンチエルト・グロッツ (合唱協奏曲)の方式で卿 昌

しながら歌い進める。この詩編は月曜日の終課で交唱されるもの。コンチェルト様式を

採用したのは、その交唱のイメージを表出するためなのであろう。

(文責 野口 碩)



東 京 ア マ デ ウ ス 合 口昌 団 の ご 案 内

(平成 16年 10月現在 )

今回ご来場の皆様方の中には、すでにご存知の方々も多いかと思い

ますが、東京アマデウス合唱団を初めてお聴きになる方々のために、

若干のご案内をさせて頂きたいと思います。

東京アマデウス合唱団は、 1980年 に「モーツァルトのレクイエ

ム」を自分達の手で演奏したいという夢を持つ、アマチュアの仲間達

が集まって創立しました。

以来、モーツァルトのほか古典派の作品を中心とした宗教曲を、

ほぼ毎年 1回の定期演奏会で演奏してまいりました。

今年で24周年を迎えましたが、その間に演奏した曲の主なものを

後のページに掲載しておりますのでご―読下さい。

この合唱団は、指導者の招聘・指揮者の選定・会場設定・演奏会の

曲目選定・プログラム印刷・演奏する曲目の解説から訳詞に至るまで

全てが団員の労力と団員だけの資金で成り立っており、手作りの演奏

会を開催するユニークな合唱団としての存在価値を、団員―同が誇リ

としております。

創立当初は多かった団員も、現在ではかなり少なくなりましたが、

少人数ならではの珍しい曲を選別しながら、なんとか存続させたいと

いう団員の強い意志に支えられて、現在に至っております。

今後の活動予定は次ページの通りですが、少人数でのアンサンブル

を一緒に唄ってみたい方や興味のある方がおられましたら、是非とも

練習会場にお出かけ頂き、練習状況等をご覧頂きたい (見学大歓迎)

と願つております。

次ページ及び下記ホームページをご参照の上、是非ご来場頂きたく

団員―同心からお待ちしております。

(事務局 大久保ルミ子 )

[ホームページ]

ge2 nifthttp://hornepa y. con / Amad e u s/



今 後 の 活 動 予 定

第 24回 定 期 演 奏 会

2005年 11月 (予定 ) 場  所  同仁 キ リス ト教 会 (予定 )

演 奏 曲 目 (予 定 )

HEINRICH SCHUTZ
l  K yrie,O ott V ater in E wigkeit(SWV420)
2. All Ehr und Lob sol1 0ottes sein(SWV421)
3  1 ch glaube an einen einigen C ott(SWV422)
4  P salm lll l ch danke dem H errn von ganzem H erzen(SWV424)
5  M eine S eele erhebt den H erren(SWV426)

GEORC PHILIPP TELEMANN
l  D er G ott unsers H errn 」esu C hristi
2   E s segne uns Gott
3  A men,L ob und E hre

DIETRICH BUXTEHUDE
l   E rhalt uns,H err,bei deinem W ort

(選曲 辻村順子 )2 - Der Herr ist nit mir

参 カロ ‐ 見 学 ご 希 望 の 方 ―

お問い合わせ先

6時半～ 9時
美登里幼稚園 2F(下 図参照 )
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東 京 ア マ デ ウ ス 合 唱 団 演 奏 会 記 録

爵農年′ 主  な  演  秦  曲  目 指 揮 者

第1回 1 2 モーツァルト (レクイエムく

'頭^■

0 アウェ ヴェルム コルプス)等 寺村 博 司

第25 31 11 ヘンカ レ (メ サイア) 渡辺 央 己

第3目 3:11 フォーレ (レ クイエム)、 ジョスカン デ プレ、ヴィクトリア、シュッツ等 鈴木 優

■4E 83  , モーツァルト(― ミサ、ミサ・ブレヴィス220)ヴィクトリア等 黒木 英 臣

■5ヨ ●  9 モーツァルト (レ クイエムく

'虫
■■レ ミサ ブレヴィス194) 黒木 英 臣

第ら
=

85 1( JSバ ッハ (カ ンタータ 106)、 プクステフース ハスラー ント 昭 嘉

■7ヨ S,lC モーツァルト (タローセ・ミサ)、 ヴィクトリア (アウェ マリア)等 鉢  優

■3= 8F l シュッツ (ムジカリッシェ・エクゼクイエン) ハスラー (ミ サ セクング) 鈴木 優

第e三 68 12 モーツアルト (ヴェスペレ3'9) FJハ イドン (ミサ・プレヴィス)等 斎藤 明 生

算●
=

6: 11 モーツァルト (レクイエム0″哺〉 ミサ ブレヴィス140) 齋藤 明 生

■:,ヒ :〕 5 ジョスカン デ・プレ (バンジェ リングヮ)ハスラー、Aガプリエリ等 齋藤 明 生

言 |= :1  2 モーツアルト (リ タニア243) JMハ イドン (ヴェスペレ) 齋離 明 生

第■三 :l ll モーツァルト (ド ミニクス ミサ サンクタ マリア マーテル・デイ)等 齋藤 明 生

第3コ :211 シャ′レ ンヾティエ (真夜中のミサ)、 シェッツ、プクステフーデ等 齋藤 明 生

第■コ :3 11 モーツァルト (ミ サ ブレヴィス275) アルブレヒツ
～

レガー等 齋藤 明 生

1,=孝 94 11 モーツァルトンヽ く,り》 ミゼリコルディアス・ ドミコ 等―渋谷混声と倒百 斎藤 明 生

第1:回 95 10 JSバ ッハ (カ ンタータ182) ブクステフーデ (ミ サ・ブレヴィス)等 齋藤 明 生

第15回 96 11 モーツァルト (ヴェスペレ339)アルブレヒツ
～

レガー Dスカルラッティ豊 斎藤 明 生

第17回 97 10 モーツァルト (ミ サ ソレムニス337、 テ・デウム ラウダムス)等 齋藤 明 生

第18回 98 10 」 Sソ ッヾツヽ (カ ンタータ 61196) Dス カ,レラッティ (四声のミサ)等 齋塵 明 生

第13回 99 10 ライン
～

レガー (スタノヽトマーテル) J Mソ イヽドン、
‐
/2レックナー等 齋藤 明 生

00  7 ハスラー (ミサ セクンダ)、 Fメンカ レスゾーン ホミリウス等 水野 克 彦¨

リスマ, 00 12 四つのアウェマリア(アルカ71ト ショスカンデプレ、ラィクトリアパレスリーナ)、 Wバード等 水野 克 彦

01 11 モーツァルト(ト リニターティス・ミサ)FJハ イドン JMハ イドン等 水野 克 彦
"´

OL

第21回 02 10 ドイツ パロック (JC■バッハ シェッツ、プクステフース テレマン)等 水野 克 彦

第22回 03 11 ラインペソレガー(ス タバトマーテ′り、アルプレヒツ
～

レガー(ミ サ■
=窃

動 等 水野 克 彦

第23回 04 10 Dスカルラッティ(レ タートゥス スム)ソ レヾストリーナ、モンテヴェルディ等 卿 予 克 彦
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Giovanni Pigrluigi da Pslestrina

AIma Redemptoris Mater

Regina Coeli
Loquebantur variis linguis Apostoli

Claudio lontevard i

Messa a quattro voci da cappella

Domenico Scar latt i

Iste Confessor
Te gloriosus
Laetatus sum

(文責 野口 碩)



第 部

Alma Rcdemptoris Matcr i t tt  ciovanni Picriu gi da Palestrina

Alma Redemptoris Mater        心ひろきlllい ■の御ヽよ、
OuaC pervia caoli porta manes    あなたは人のrlを いつもり

`け

て 社かれるお方、
et Ste a Maris,           そして海の ll(人の女∫となられた1,)、
suceurre c3denti          落ち′ス ィ をおlUjけ ください
surgere qui curat,popul。       思ぃ燎う人々がりIき あげられますように.

lu quac genuisti natura mirante   あなたは驚 くべき「1然 によってお現 しになつたおカ
luum Sanctum Genitorem,       あなたの:'!な る衡父を
virgo prius ac pOsterius,      以前も以後も処女でありながら
Cabr elis ab ore          ガブリエル (人人植)の :i人 によつて .

Sumens i nud ave           ぉめでとう そのお方を受け人れて
,eccatorum miserele         罪深きイをお憐れみください。

Rcgina cocli 卜■調          _  GiOvanni Pierluigi da Palesti na

Rcgina coeli lactare,allolui a:    人の女 |さ ま (1人コた0")、 およろこび ください ァレルヤ
Quia qucm meruisti pOrtare,     (あ なたは)そ のお方 (キ リト)を もたらすに″応 しかったお方。
Allelui 3                ァレルヤ。
Rosuriexit,sicut dix t        cl業ガ)言われた通 り (あ なれもれしたキリスト|)よ みがえられました.

A clu`:                ァレルヤ。
0「 a pro■ obis peum          私達のためにネ,さ まにお凱り成 しください .

Allclui a                ァレルヤ.

I.oqucl〕 an tur variis linguis Apostoli へ良制
Giovanni Pierluigi da Palestrヽ 1l a

loqtebantur vari s l ngu s A,ostoli,    ■従達はさまざまのF:業 で計りで,げていた
Ш Ign31`D■                神のすばらtい 御業ゝ
prOut spiritus Sanctus dabat eloqui illis,御 型,(みたま)が彼 らに語らせるままに.

31leluja                  ァレルヤ .

Repleti sunt Omnes Spiritu Sancto.     すべての人が御甲IWに満たされて
et coepen nt 10qu.            ■り″iげ始めた
proui Spiritus Sanctus u3b31 cioqU:illis 御1■ 常が彼 らに,薔 らビるままに.

Allc uja                   ァレルヤ。

Mcssa a quattro voci da cappclla     Claudio Monteverdi

スyrie

Кyric elcison                tよ 、お憐れみ ください .

Christe cleison               キリス トさま、お憐れ み ください

Kyric cleison               Iよ  ぉ憐れ み ください。

Cloria

〔Gloria in excclsis Dco〕 (llJlオ リ歌)    いとヽ きところでは神 さまに栄光が あ ります ように。
Et in terra pax hOmhibus         そしてこの11で は平れがありますように
bonac voluntatis              ■意の人々に。
Laudttus te                くなたち0)あ なたを誉め称えます.

Benedicimus ic               くなたちは)あ なたを祝福します。
Adoramus te                〈私ちは)あ なたを崇めます.

OIorilicalus tc              (ぶ ちは)あ なたの栄光を称えます。
Gratias a■ muS tibi           (私 たちは)あ なたに感謝します
prOpter magnan glorian ttam        あなたの人いなる米光のゆえに。
Domine Deus,Rex caclestis,         神であられる iiよ 、人の■よ
Deus Pater OmnipOtens            '能 の御父であられるIIよ 。
Dominc Fili un gen tc.Jesu Chrisic     御ひとり子であられる |よ 、イエス キリス トさま.

Domine Deos,Agnus Dci,ri ins Patris    l卜 にして、制の小子 御父の御子であられる
'1よ

。
Qui tollis peccata mundi,          Itの犯した罪をjlkり 除かれる主よ
miselere nObis               私たちに優れみの情をお起こしください。
Qui tollis peccata mundi,         「1の 犯した■を取り除かれる主よ、
susctpe deprecationem nostram      私たちの到:の 執り成しをお受け人れください。

Qui sedes ad dexteram Patris,        主が御父の右に卒しておられるのは、



ouon iar tu solus San.trs-

Iu solus ll tiss iE$s, Jesu Chrisre.
Cu! Sancto Spiriru in sloria Dei Parris.

Crcdo
(Credo in mDo Deu[.I (/rjlllt)
Patrer omipotente!,
factorer caeli et terrae,
visibiliuo oonim. et invisibi I iur-

[t in tnul Do.irm Jasur Christu!,
fi I iuo Dei uIiseritu[.

li ex Patre natm ante oonia saecule-

Gcnituo,non factu ,

consubstantialer ?arri :
per queo omia iacta suDt-

Qui lropter nos hoEines,
et piopter nostrai saluteD
descandir de cacl is.

nt incarnalus cst de Spiritu Saacro
cx llaria vi rsine:

Bt hooo factus cst-
Cruci fixus etiao p.o nobis:
sub Pontio Pilato passus,

i:t resurrexi t tertia die,
secundu! Sc.ipturas.

[t ascendit in caeluo:
sedet ad derrere Pdrris-

lil, iteruo venturus esr c n gloria,
judicare vivos et 0ortuos:
cujus tcsni non erit firis,

Et in Spiritu! Sanctur, Do!inur,

qui er Paira Iilioque procedit.
qui cu! Patre et Filio siiul adoratur
et conSlori ficatur:
qui locutus cst Der P.oDhetas.

[t unu sanctar catholicar
e1. a9o8tol icao Ecclosi an.

Confiteor unuE bapt i sra
in reoissionoD peccatorD.

Itt exspecio r€su.re€tionoo nortuoruo.
Ut vit3.! venturi sa€cul i.

Sincars - Bcmd i ctos
Sanctus,Sanctus,Sanctus,
Sanctus Dorinus Deus Sabaorh.

Pleni sunt ca6li et lerra sloria tua.
llosanna in ercelsis,

Benediclus qui venit in norine Dorini.
Hosanna in excelsis,

l.o[3 Dei
(lgnus Dei,qui tollis peccera Eundi:
.iserere nobis-l (rrJrl!l)

Agnus Dci,qui tollis peccata luodi:

[Asnus Doi, qui tollis pe.cata.undi:
dona nobis pacei.l (rrJrrll)

あなただけが電なるお方だからです。
あなただけが主です。

葛食なな驚″彙党3,:E層 1ゝ:う 4雹ιtttiま
.

アーメン.

私は信します、唯一の神を。
全能の御父を.

天と地の創り主を.

すべての見えるものと見えないものの創り主を.

そして嘘一の主イェス キリス トを.

神の御ひとり子として生まれた御子を。

ζと[痣傘ふζ‖2雪 :曽楊靭薔l｀

ら生まれたお方を.

作 られたのでなく、生まれた方で、
卸父と一体であられるお方を.

そのお方を経て全てのものが割られた0です。
そのお方は私たち人類のために、
しかも私たちの教いのために
天から降って来 られているのです。
そして御聖霊によって肉体の姿になられているのです、
処女であられるマ リアきまから生まれ !“ て。
それて人と成 られているのです。
私たちのために 17架にさえつけられました。
ボンテオ ピラ トのもとで苦しみを受けられ、
そ して葬 られました。
そ して三 [1目 によみがえられました、
聖書にあるとおりに.

そして天に昇られ、
今御父の右に坐 しておられるのです。
そして栄光と共に諄び来られて、
生きているものと死んだものとを城かれのです .

そのお方の■権は■むことがないてしょう。
そして御彎霊、すなわち Lで あられて、
命を与えて くださっているお方を信 します。
その御菫霊は御父から伝えられて御子に現れています。
それは御父と御子といつしょにあがあられ、
かつたたえられるでしよう、
そのことは預言者によって語られています.

そして唯 の́聖なる公教の、
かつ使徒から継承された教会をfLPし ます。
嘔 の浣礼くメプテスマ)を承認 します、
罪の数 しのときの .

そして死んだ者のよみがえりを持ち望みます。
そして来 らんとするl■ の命をも.

アーメン.

聖なるかな、聖なるかな、里なるかな、
電なるかな、方軍の主であられる神は .

天と地はあなたの栄光で満ちています .

いと高きところにホサナ (今、餞 :ヽ セ1).

主の名によって来る者は替むべきかな .

いと高きところにホサナ .

世の罪を取 り除く神の小羊よ、
私達に優れみの念 をお起 こしください.

lllの 罪を取 り除く神の小羊よ、
私達に憐れみの念 をお起 こしください。
世の罪を取 り除く神の小羊よ、
私達に平安をお与えください。



l

Iste Conlessor Domini,              この }1の 証 しび と

sacratus Festa               型別 され た滉 口よ
plebs cujus cclebrat,cr orbe■ ,      ■の民が世界 中で祝 つてい る、

lodie lactus                この 日こそめてた く、

meruit scereta seandere cacli       分離 され た者 が大ヘヌ るの にお、さわ しい。

fi :$l

Isie Con I-essor

2-
Qui p ius, D.udens, huoil is,
pudicus,sobrius,castus lui L

c1 quictus vit3,dufl presscns
vescravit cjus corporis artus.

Dnrani.o s.arlatti

この方は敬虔で 聡明で、議遷で

惧み深 く 節度を守り 行いが■にしかつた
また、安 らかな 生は、苦しみの中にも

その体の肢体を濤き活きと動か していた。

3

Ad sacrum cu,uS tumulum ficqucntOr     彼の聖なる墓のそばに群がれば、
membra langucntum modo sanitati.      肉||は病んだ状態をたちどころに健康にし、
quo libet oo子 bo luerint gravata,      どんなに病に見込まれ悩まされようと
res tituun tu r               癒される.

4

Onde nunc nOster ehorus in卜 onO rem     そのゆえに今薔れのために

'等
の■歌隊は

lpsius httnu口 canit■unc libentur     自分達の賛Xの歌をうたい、かつきさげられる、
ut piis e,us meritis            敬虔なこの人の17J般 によつて

,uVemur Omne pel acvum           我々すべてがとこしえに喜ばれようと.

5

Sit salus illi,               あのIIで キいがありますように
decus atquc virtus,            771葉 と雄々しい働きがありますように。
qui.supra cacti residens cacu口 en,     ■は、もろもろの人の項に坐しながら、
,otius mundi machina gubernat       ,て のll界 の通化て支配し、
trinus et unus               lつ にして一つのお方 (1リ ハ)で す.

施en                              アーメン.

Motetto=Te gloriOsus         Domenico Scarlatti

le gloriosus ApOstO10rum chorus      あなたを首れヽい使IL連 の群れが、
Tc Prophetarum laudabilis nunerus     あなたを誉むべきコ

`者
達の群れが、

lc Martyrum candidatus iaudat exereitus  あなたを試練に遺つた自衣の列教者述が賛美 している.

Te omnes Sancti et electi          あなたをすべてのItK別 された者達と退ばれた者連が
voce confitentur unaltimes,        メをそろえて告自している、
beata Trinitas,unus Deus         恵深き■位一体よ、唯 ‐の神よと。

Laotatus s■ ■m(峙■ 121)
(1)

Iaetatus sun in his quae dicta sunt mihi: ltAは 彼らが始しかつた。こう私に告げられたからだ.

In domum Domini ibimus           我々は主の家 l_行 くであろうと.

(2)

Stantes erant pedes,ostri,        我 らの足は立 って いた、

in atriis tuis Jerusale口          あな たの 人広 間、エルサ レムに。

(3)

Jerusalem.quac aedificatur ut eivitas:  エルサ レム それ はあ たか も都 市の ように築かれてい る。

Cu,uS participatio eiuS in idipsum    その関わ り方 は ことごと く都 市の関わ り方。

(4)

1lluc enim ascenderunt tribus Doコ ini:   なぜなら、そこに■の椰族が Lつ て来たからだ、
testi■ooiuコ Isiacl             イスラエルの証として
ad con'itendu口 ,o■ ini Do口 ini       また 11の 御名を言い表すものとして。

(5)

Ouia illic sederunt sedes in,udicio,   そのゆえは、そこに裁きの御座があつたからだ、
sedes super domum David          ダビデの家の上に御座が.



(6)
ll.sat,, qua( ad !a.cn surl .J.rrsal.fl:
cr aDutrdrnLia dilig( !ibus ic:

(7J

Iiat i)ax in Yirrurc Iur:
.t dbunCanr ia ir inrribus iuis.

(8)
I'ropt!rr lraL.cs rtrxrs ol proxiros mcos,

loqrkbar paii:D rle l.:
(9)
Propt(r doour Dorini.D.i nos lr i.
!!acsiri bora tibi.

(10)
(] lo. ia lairi.Di ljil io.
ct Spiriiu i Sancl o.
0l)
Sicur 0rat ir principio,
fl nitr..ci scrrcr.
ci in sdccula saccu lorun.

エルサレムが ,inに なることをrliる が よい

そ t´ てあなたを朱める者にあ (,余 る恵みがあるよ

あなたの御力で「 nが生まれる 1う に

そしてあなたのや ぐらにいかなllえ があるよ うに

,が
'し

/・ 辻と我が||‖ 1辻 のために

私はあなたからの 1′ 女を,iげ つつ

i:の 家 すなわ ら我らの‖1の 家のために

あなたに十いを取い求めた.

御父と御
`と聖1ル に栄光.

始めにあったように

0も  いつも、
いつの‖1ま でもありますように

ア ーメ ン .

)|[

東京アマデウス合唱団


